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さ　わ　や　か

　

全
国
か
ら
約
七
〇
〇
名
の
患

者
や
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者

の
方
々
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
か
ら
は
、
森
満
義
彦

会
長
を
は
じ
め
、
中
島
由
希
子

事
務
局
長
等
総
勢
四
十
二
名
の

参
加
が
あ
り
、
「
さ
わ
や
か
」
か

ら
岡
副
理
事
長
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
一
般
社
団
法
人
全

国
腎
臓
病
協
議
会
（
以
下
全
腎

協
）
の
馬
場
享
会
長
が
、
「
私
た

ち
全
腎
協
は
、
『
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
も
が
必
要
な
時
に

人
工
透
析
が
受
け
ら
れ
る
』
こ

と
を
求
め
て
始
ま
り
、
そ
の
実

現
こ
そ
が
長
年
の
活
動
の
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
先
人
た
ち
が
ま
さ
に

命
を
削
り
築
き
上
げ
た
現
在
の

制
度
を
守
り
、
次
の
世
代
に
伝

え
る
べ
く
、
今
も
日
々
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
患
者
会
へ
の
無
関

心
、
患
者
の
高
齢
化
な
ど
を
背

景
に
、
全
腎
協
へ
の
入
会
率
は

年
々
低
下
し
、
組
織
率
の
減
少

は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
て
は
、
設
立
以
来
掲
げ
て
き

た
『
患
者
が
安
心
し
て
生
活
し
、

療
養
が
で
き
る
環
境
』
を
竪
持

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
確

固
た
る
組
織
基
盤
の
構
築
が
不

可
欠
で
す
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
『
活

動
の
火
』
を
消
す
こ
と
な
く
未

来
に
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
組

織
強
化
対
策
を
今
年
度
の
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
一
度
全
国
の
仲
間
が
一
丸

と
な
っ
て
全
腎
協
結
成
の
頃
の

初
心
に
返
っ
た
活
動
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。

　

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、

仲
間
が
集
ま
り
一
丸
と
な
れ
ば
、

不
可
能
が
可
能
に
な
る
こ
と
を

先
人
は
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
日
、
こ
こ
大
分
に
全
国
か

ら
仲
間
が
一
堂
に
会
し
、
旧
交

を
温
め
、
明
日
へ
の
勇
気
と
活

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

患
者
の
超
高
齢
化
・
要
介
護

者
の
増
加
な
ど
の
厳
し
い
課
題

に
対
し
、
全
国
の
仲
間
が
一
つ

と
な
っ
て
、
腎
臓
病
患
者
、
人

工
透
析
患
者
の
よ
り
よ
い
療
養

生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
分
県
腎
臓
病
協

議
会
の
池
邉
徳
幸
会
長
は
「
新

時
代
の
大
分
大
会
を
契
機
と
し

て
会
員
拡
大
、
ｉ
ｐ
ｓ
細
胞
に
よ

る
『
再
生
医
療
』
が
普
及
し
、

透
析
か
ら
解
放
さ
れ
た
未
来
が

描
け
る
大
分
大
会
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

初
め
に
一
般
社
団
法
人
日
本

透
析
医
学
会
の
中
元
秀
友
理
事

長
が
「
日
本
の
透
析
患
者
の
予

後
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
、

生
活
状
態
な
ど
は
、
世
界
の
中

で
圧
倒
的
に
良
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
約
五
〇
年
間
全
腎
協

と
手
を
携
え
て
き
た
成
果
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本

移
植
学
会
の
江
川
裕
人
理
事
長

は
「
脳
死
か
ら
の
臓
器
移
植
が

な
か
な
か
増
え
て
い
き
ま
せ
ん
。

　

調
査
で
は
六
〇
％
の
人
が
臓

器
提
供
を
し
て
も
良
い
と
言
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
移
植

が
進
ま
な
い
の
は
、
提
供
側
の

救
急
の
医
師
が
あ
ま
り
に
も
多

忙
で
あ
る
と
か
、
移
植
側
の
外

科
医
の
数
が
足
り
な
い
な
ど
医

療
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
も
大
き
な
要
因
で
し

た
。

　

し
か
し
、
今
後
は
体
制
が
改

善
さ
れ
て
い
き
、
移
植
は
増
え

て
ま
い
り
ま
す
」
と
貴
重
な
お

話
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

次
に
、
長
期

透
析
四
〇
年
の

表
彰
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
全

国
で
一
四
八
名

の
方
が
長
期
透

析
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
、
福
岡
県
で
は
九
名
が

表
彰
の
対
象
で
し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
は
六
名
の
表

彰
者
が
参
加
し
、
福
岡
県
か
ら

は
、
柴
田
伊
津
子
さ
ん
と
棚
橋

良
治
さ
ん
が
出
席
さ
れ
、
馬
場

会
長
か
ら
表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
大
会
決
議
（
裏
面
参
照
）

が
読
み
上
げ
、
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
あ
と
、
午
前
に
二
講
演
、

午
後
に
一
講
演
が
行
な
わ
れ
、

ど
れ
も
透
析
を
し
て
い
る
方
に

は
関
心
の
高
い
演
題
で
し
た
。

　
　
　
　

 

　

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

事
務
局
よ
り
お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

８
月　

日
（
土
）
よ
り

８
月　

日
（
日
）
ま
で

事
務
局
は
お
休
み
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
及
び
利
用
者
の
方
に
は

個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

18

10

ｰ

新
時
代　

笑
顔
で
生
き
生
き
透
析
ラ
イ
フ-

二
〇
一
九
年
度　

全
腎
協
全
国
大
会
Ｉ
Ｎ
大
分
開
催

　

七
月
七
日
（
日
）
午
前
九
時
十
五
分
よ
り
大
分
市
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
大
分
に
お
い
て
「
二
〇
一
九

年
度
全
腎
協
全
国
大
会
Ｉ
Ｎ
大
分
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

次
の
世
代
に
伝
え
る
べ
く

日
々
活
動
に
取
り
組
む

全
国
の
会
員
が
大
分
に
集
う

日
本
の
透
析
患
者
の
予
後
な
ど
は

世
界
の
中
で
圧
倒
的
に
良
い

2019 年度全腎協全国大会ＩＮ大分の様子

一般社団法人
全国腎臓病協議会

馬場　享会長
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（
表
面
よ
り
つ
づ
き
）

　

次
に
、
京
都
大
学
ｉ
ｐ
ｓ
細

胞
研
究
所
増
殖
分
化
機
構
研
究

部
門
の
長
船
健
二
教
授
に
よ
る

『
再
生
医
療
で
腎
臓
病
患
者
が
ゼ

ロ
に
な
る
日
を
目
指
し
て
』
と

題
し
て
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

長
船
教
授
は
、
「
ｉ
ｐ
ｓ
細
胞

を
使
っ
て
こ
れ
ま
で
治
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
病
気
を
治
せ

る
時
代
が
来
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

腎
臓
は
ｉ
ｐ
ｓ
細
胞
で
作
る

の
が
難
し
い
臓
器
で
す
。

　

ｉ
ｐ
ｓ
細
胞
か
ら
腎
臓
を
作

る
こ
と
は
ま
だ
先
の
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
２
～
３
㎜
の
ｉ
ｐ
ｓ

細
胞
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

こ
れ
を
１
～
２
㎝
ま
で
大
き

く
し
、
機
能
の
落
ち
た
腎
臓
に

移
植
を
し
て
、
一
割
の
腎
機
能

を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

透
析
に
入
ら
な
く
て
良
い
の
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
大
分
大
学
医
学
部
付

属
病
院
臨
床
栄
養
管
理
室
の
利

根
哲
子
主
任
栄
養
士
に
よ
る
『
毎

日
の
食
事
管
理
と
ご
褒
美
飯
の

選
び
方
』
と
題
し
て
栄
養
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

利
根
主
任
栄
養
士
は
、
「
食
事

制
限
を
気
に
し
て
い
る
あ
ま
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
や
た
ん
ぱ
く

質

不

足

に

な

る

こ

と

が

あ

る

の

で
、
自

分

に

合

っ

た

食

事

療

法

を

す

る

こ

と

が

大

切

で
す
。

　

長
い
間
、
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
食
事
制
限
で
す

記念講演

再
生
医
療
で
腎
臓
病
患
者
が

ゼ
ロ
に
な
る
日
を
目
指
し
て

京
都
大
学
ｉ
ｐ
ｓ
細
胞
研
究
所
増
殖
分
化
機
構
研
究
部
門

教
授　
　

長
船
健
二
先
生

　

か
ら
、
ご
褒
美
飯
を
と
き
ど
き

摂
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
医
療
法
人
光
心
会
の

武
居
光
雄
理
事
長
に
よ
る
『
包

括
的
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
』
と
題
し
て
医
療
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

武
居
理
事
長
は
「
以
前
は
腎

機
能
が
お
ち
て
い
る
場
合
は
、

疲
れ
る
運
動
を
す
る
こ
と
は
良

く
な
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
積
極
的
に
運
動
す
る

ほ
う
が
良
い
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
腎
疾
患
や
透
析
医
療
に

基
づ
く
身
体
的
・
精
神
的
影
響

を
軽
減
さ
せ
、
症
状
を
調
整
し
、

生
命
予
後
を
改
善
し
、
心
理
社

会
的
な
ら
び
に
職
業
的
な
状
況

を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
運
動
療
法
や
食
事
療
法
、

水
分
管
理
、
教
育
、
精
神
、
心

理
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
な
う

長
期
に
わ
た
る
包
括
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
最
後
ま
で
話
を
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
に
全
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
終
了
し
、
盛
会
の
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
福
島
県
郡
山
市
で

五
月
十
七
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　私たちは、 1971年 『いつでも、 どこでも、 誰もが必要な時に人工
透析を受けられる』 ことを目的に立ち上がり、 全国の仲間が集結し、
活動を開始しました。 そして 2年後の 2021年に全腎協は、 結成 50
周年を迎えます。
　先人の命を懸けた活動と半世紀以上にわたり研究 ・開発に取り組
んでこられた関係学会の先生方をはじめ多くの関係者のたゆまぬ努力の
積み重ねによって、誰もが必要な時に人工透析を受けられることができ、
その技術水準は世界一とも言われるようになりました。
　しかし、 患者の超高齢化とともに私たちを取り巻く環境が大きく変わろ
うとしています。 患者会への入会率は年々低下し、 組織率の減少は
止まりません。 先人たちの患者会活動の成果として、 身体障害者福
祉法の対象になったことで、 疾病、 障害のなかで最も充実した医療
保険制度や厚生医療などの公費負担医療制度を勝ち取っています。
半面、 多くの方に患者会活動の大切さを訴え切れていません。 このま
ま手をこまねていては、 さらに組織率が低下することがほぼ確実です。
　加えて、 透析患者をとりまく社会保障制度は大きな転換期を迎えて
います。 医療や介護を中心に、 自己負担の引き上げや保険給付範
囲の縮小など社会保障費の削減、 抑制が実施され、 この動きは今
後も続くものと危惧されます。
　私たちの重要な活動の一つとして掲げてきた 『患者が安心して生活
し、 療養ができる環境』 をこれからも竪持するためには確固たる組織基
盤の構築が不可欠です。 先人から受け継いだ 『活動の火』 を消すこ
となく未来に繋いでいくために、 全腎協は、 組織強化への取り組みを
今年度の最重要課題としています。
　私たちは、先人から命の大切さや病気に負けない勇気を学び、また、
医療従事者、 介護従事者、 ボランティア、 家族等多くの人に支えて
いただいていることを忘れず、 心から感謝の気持ちを胸に、 全国の仲
間が今一度、 手を繋ぎ、 団結し、 心を一つに腎臓病患者 ・人工
透析患者の療養環境を守る活動に取り組んでいきましょう。 『一人ひとり
が手をつなぎ！プランからアクションへ！そして笑顔に！』 を合言葉に、
全国の仲間が一丸となって歩んでまいりましょう。

大会決議 （一社）全国腎臓病協議会
　　  大分県腎臓病協議会

京都大学ｉｐｓ細胞研究所増殖分化機構研究部門

長船　健二教授
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